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令和２年度中間貯蔵施設（大熊１工区）の受入分別処理・貯蔵工事
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環境省　　　　　　　　
環境再生・資源循環局長

室石　泰弘

〈寄稿〉　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

福島の環境再生に向けて

受入・分別施設の概要

中間貯蔵施設の概要

土壌貯蔵施設の概要

（７） （第３種郵便物認可）２０２１年　（令和３年）　８月３１日　（火曜日）

　「令和２年度中間貯蔵施設（大熊１工区）の受入分別
処理・貯蔵工事」は、福島県内各地から運搬された除去
土壌約万ｔの受入分別処理と、除去土壌の貯蔵を運営
する。鹿島・東急・飛島が施工を担当している。
　「県内の輸送対象物量は、今までの搬入容量などを含
め、総量で最大約万㎥と言われています。大熊１工

区では、そのうち約万袋（約万㎥）を搬入し、
年３月から分別処理、被覆工事、貯蔵等を開始していま
す」
　鹿島の木暮健所長によると、大熊町内に所在する受
入分別施設・貯蔵施設は年度工事で建設整備され、
ここで１時間あたり平均ｔの分別処理を経て、万
㎥の処理土貯蔵を進める。工期は年１月末までの
カ月。６月末で万ｔ（万袋）が処理され、
５万㎥が貯蔵されている。同では別途、令和２年
度除去土壌等輸送工事（大熊その４）も担当している。
　「土壌貯蔵施設は３カ所あり、当初（初期）施設が面積
約５万㎡に貯蔵容量約万㎥、拡張東施設が約３万
㎡に約万㎥、拡張南施設が約２万㎡に約．
万㎥の規模です。施設の構造は不織布、二重遮水シート
とベントナイトマットを用い、浸透した雨水が外部に流
出しないよう管理し、浸出水の集水ピットを経由し放射
性物質除去処理と水質確認を行い放流します」（木暮所
長）
　こうした貯蔵施設の環境スペックは環境省の指示数値

に基づき設計施工されているが、受入・分別処理のプロ
セスに関しては、作業効率や環境上の安全性保持など、
各工区独自の設備が投入されている。そのうち、鹿島
は運搬してきたフレコンを３袋同時に荷下ろしできる橋
形クレーンを開発し、橋形クレーンで荷下ろしした後、
ワイヤーソーでフレコン上部を十字に切断する。このあ
とバックホウつかみ機（グラップル）によってフレコン
容器をつかむことで、フレコン容器と土壌を分離する。
分離された土壌はベルトコンベア経由で二軸破砕機によ
り細かく破砕し、含水率の高い土壌は改質材を添加・混
合攪拌し改質を施す。
　分別処理は㎜と㎜の２段階のふるいによって細
かな草木、小石を土壌から取り除く。この時点で可燃物、
不燃物の分別も進められ、分別した土壌のみがベルトコ
ンベアで土壌処理中継ヤードに送り込まれる。当初（初
期）施設は本年４月に貯蔵完了し、現在は拡張東施設と
拡張南施設での貯蔵が進む。それぞれ年３月、月

の貯蔵完了を予定している。
　処理・貯蔵される土壌の放射性物質濃度は、
Bq（ベクレル）／㎏以下ではあるが、「ＪＶ職員、作
業員とも積算型の被ばく線量を測定するルミネスバッジ
を身につけ、月毎の放射線管理手帳への記録及び個人へ
の被ばく線量通知を行い放射線による健康被害がなく安
全であることの確認を行っております。また体調管理の
面でも作業時にお互いの顔を見て、自分だけではなく、
仲間も守ろうという意識が高まっています」と、木暮所
長は説明する。
　「私は東日本大震災のあと、宮城県女川町で復興街づ
くりに従事していました。女川町でもここ浜通りでも、い
つか故郷に戻ってこられる日のために、というキーワー
ドが、私たちのモチベーションの原動力であり、現場の
若手社員に伝えたいことです」。現場の作業拠点は複数カ
所にまたがることから、木暮所長自身も朝礼時には拠点
を巡回し、作業員とのコミュニケーションを図っている。
■工事場所：福島県大熊町地内
■工期：年１月日～年１月日

橋形クレーン

分別作業で稼働するグラップル

土壌と容器残さの分別ＪＶスタッフ
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　東日本大震災と福島第一原子力発電所事故の発生から年が経過しました。事故後、環
境省では放射性物質汚染対処特別措置法に基づき、土壌等の除染等の措置や汚染廃棄物の
処理を行ってきました。これまでに、地域の皆さまの苦渋のご決断により中間貯蔵施設等
を受け入れて頂き、その整備を含めて環境再生事業は一定の進捗（しんちょく）をみてい
ます。
　除染については、年３月までに、帰還困難区域を除き、８県市町村の全てで面
的除染が完了しました。現在は、帰還困難区域のうち特定復興再生拠点区域において、来
年春の双葉町、大熊町、葛尾村、再来年春の浪江町、富岡町、飯舘村の避難指示解除に向
けて、除染や家屋解体等を進めています。
　中間貯蔵施設については、除去土壌等の受入・分別施設等を年月から順次整備し、
年３月には、処理・貯蔵の全工程で運転を開始しています。並行して行ってきた除去
土壌等の輸送については、本年６月に累計で万㎥を超えるに至っております。引き続
き、安全を第一に地域の理解を得ながら事業を進めてまいります。
　他方、福島の復興はいまだ道半ばです。福島県内の除去土壌等を中間貯蔵開始後年以
内に県外で最終処分するという方針は、国としての約束であるとともに、法律にも定めら
れた国の責務です。その実現に向け、本年度から、全国各地で対話集会を開催するなど、
減容・再生利用の必要性・安全性等に関する全国での理解醸成活動を抜本的に強化し取り
組んでまいります。
　引き続き、より一層のご支援、ご協力を賜りますようお願い申し上げます。

現場全景



福島の早期復興に向けて
令和２年度中間貯蔵施設（双葉１工区）の受入分別処理・貯蔵工事

前田・奥村・鴻池

統括所長

　城山　晃一氏

積極的なＩＣＴ活用で工事を効率化

令和２年度中間貯蔵施設（大熊２工区）の受入分別処理・貯蔵工事
令和２年度中間貯蔵施設（大熊４工区）の受入分別処理・貯蔵工事

清水・竹中土木・東洋

２工区　現場代理人
三原　弘士氏

４工区　現場代理人
村田　隆志氏

独自の破袋システムで安全に作業

（８）（第３種郵便物認可） ２０２１年　（令和３年）　８月３１日　（火曜日）

現場全景

スクリーニングロボット フレコン吊専用重機

受入分別エリア 全体朝礼

　前田・奥村・鴻池は、１期工事となる「平成年度
中間貯蔵施設の土壌貯蔵施設等工事（双葉町）」から中
間貯蔵施設関連工事に参画。１期と２期の「平成年度
中間貯蔵（双葉１工区）土壌貯蔵施設等工事」で受入分
別処理施設と土壌貯蔵施設の建設、除去土壌の輸送を行
うとともに、受入・分別処理、中間貯蔵施設への貯蔵を
開始した。
　受入分別処理施設は、土のうに収納された除去土壌の

搬入から破袋、１次分別、改質、２次分別、搬出までの
独自技術を用いた一連の設備を総合的にシステム化して
構築。㎜のふるい目を使った１次分別で大きな石や
土のうの残渣（ざんさ）などを分別し、土壌を砂状に改
質した後、㎜のふるい目の２次分別で草木、根などを
除去する。分別された土壌は土壌貯蔵施設に運搬し、貯
蔵する。
　１期工事で容量６万㎥（締め固め後）の貯蔵施設を建
設し、年月に貯蔵を完了。２期の平成年度工事
では１期工事と近接したエリアに、当初区画の万㎥の
土壌貯蔵施設と万㎥の拡張南－１区画を造成し、年
８月に当初区画の貯蔵を終えた。
　２期の継続工事となる今回の「令和２年度中間貯蔵施

設（双葉１工区）の受入分別処理・貯蔵工事」では、受
入分別処理工事と拡張南－１区画の貯蔵工事を継続しな
がら、万㎥の拡張北－１区画の土壌貯蔵施設を建設す
る。
　初期段階から本事業に従事する城山晃一統括所長は、
「放射能汚染物の取り扱いには安全かつ慎重を期してい
ますが、まちなかに置かれている大量の土のうの処理を
通し、早期の復興に協力したいという強い思いで作業に
取り組んでいます」と話す。
　放射能対策の例では、土のうを運搬する車両について
スクリーニングロボットで放射能濃度を測定。人力で行
う場合の被ばくリスクを抑えるとともに、計測時間の短
縮、輸送の効率化につなげている。
　施設建設や受入分別処理にはＩＣＴを積極的に導入。
マシンコントロール付バックホウによる掘削やドローン
による出来形管理など一般化してきたＩＣＴ施工に加
え、土のうの荷降ろし・荷積みもフレコン吊専用重機を

使用し省人化を実現。土壌貯蔵施設の底部・側部に設置
する遮水シートは、漏水検知システムや非破壊検査を技
術提案し、漏水のない土壌貯蔵施設を構築している。
　「設備への巻き込まれ防止や車両・建機との接触防止
など、安全管理も徹底しています。事故が起これば作業
を中断せざるを得ず、その分復興の遅れにつながってし
まいます。この地域では、地元の方々が日常を失い、避
難を余儀なくされました。地元の人々の気持ちに寄り添
い、一日も早い復興に向けて総合建設業としての使命を
果たしていきます」と城山統括所長は、年３月の全工
事完了に向けた思いを語る。
■工事場所：福島県双葉町地内
■工期：年１月日～年３月日

　清水・竹中土木・東洋は、「令和２年度中間貯蔵施
設（大熊２工区）の受入分別処理・貯蔵工事」「令和２
年度中間貯蔵施設（大熊４工区）の受入分別処理・貯蔵
工事」を福島県大熊町で進めている。清水（大熊４工

区）の村田隆志所長は「福島県内の除染で発生した土壌
や廃棄物の受入・分別と除去土壌の貯蔵を行う工事で、
両工区ともに工期はカ月。万ｔの処理を予定し、
貯蔵については２工区は万㎥、４工区は万㎥とな
ります」と説明する。
　受入・分別処理では、まず福島県内各地の仮置き場か
ら運ばれてきた除去土壌などをダンプトラックから受入
分別施設に荷下ろしをする。続いて高水圧カッターで土
のう袋（フレコン）を切開したのち、石や木などが混在
した土壌を一次分別設備でふるいにかけて、㎜を超
える固形物を取り除き、改質機で清水建設オリジナル改

質材（ＳＣカラッ土）を混合。その後、二次分別設備で、
可燃物や～㎜の小石などを取り除き、貯蔵施設へ
搬送して貯蔵するという流れになる。
　両工区ともにほぼ同じ受入・分別フローだが、扱う土壌
の放射能濃度が異なる。２工区では土壌１㎏あたり
Bq（ベクレル）以下の低濃度の土を処理し、４工区で
は土壌１㎏あたりBq以上のいわゆる高濃度に分類
される土を処理する。運ばれてくるフレコンも２工区は
福島県内全域である一方、４工区では中間貯蔵施設付近
の土壌が運び込まれてくるという。
　本工事の特徴として、両工区ともに清水建設独自開発
したフレコンクロスカッターを導入。本設備は、小水量
の高圧ウオータージェットにより、非接触で破袋するた
め、内容物の剛性・重量・可燃性の有無に左右されない
安全な破袋を実現した。また、コンベヤー搬送により、
大量の大型フレコンを連続して破袋することで、効率的
な作業を可能とした。
　今後に向けて村田所長は「震災から年になりますが

福島県内全域でいまだに自宅に戻れず避難されている
方々がいらっしゃいます。こうした皆さまに少しでも早
く元の生活に戻れるように工事を進めてまいります」。
続けて同（大熊２工区）の三原弘士所長は「私が担当
している施設では処理を始めてから約３年が経過し、処
理数量も万袋を超えましたが、処理しなければなら
ない除去土壌はまだまだあります。環境省や他ＪＶの皆
さまと協力しながら１日でも早く作業を完了させたいと
考えています」と心境を語った。
■工事場所：福島県大熊町地内
■工期：年１月日～年３月日

２工区ＪＶスタッフ ４工区ＪＶスタッフ

２工区　受入分別施設～土壌貯蔵施設

４工区　現場全景



福島の早期復興に向けて
令和２年度中間貯蔵施設（大熊５工区）の受入分別処理・貯蔵工事

大林・東亜・鉄建
令和２年度中間貯蔵施設（大熊３工区）の受入分別処理・貯蔵工事

大林・熊谷・大本

所長・現場代理人
辻　幸志氏

監理技術者
水谷　圭吾氏

土木工事の基本に基づく安全管理

統括所長・現場代理人

古川　聖氏

放射能濃度を厳格に管理し健康被害を防止

（９） （第３種郵便物認可）２０２１年　（令和３年）　８月３１日　（火曜日）

受入・分別施設全景

ＪＶ現場スタッフＪＶ事務所スタッフ

ＵＶＤ（大林道路による除菌ロボ） 土壌貯蔵施設造成工

受入・分別処理の流れ

ＪＶ作業所スタッフ受入・分別施設全景

土壌貯蔵施設全景貯蔵施設全景

　「令和２年度中間貯蔵施設（大熊５工区）の受入分別
処理・貯蔵工事」を担当する大林・東亜・鉄建は、福
島第一原子力発電所により近い位置で、搬入された除去
土壌の受け入れと分別処理、貯蔵を進める。
　貯蔵施設は５区画に分割されており、受入・分別施設、

土壌貯蔵施設とも年度から建設、造成が行われ、
年度から処理工事も進み、約万袋（年７月末現在）
の除去土壌が運び込まれている。今期は他工事で輸送さ
れる除去土壌が受け入れられるほか、年度までに保管
場へ搬入された土壌の分別処理が行われる。
　大熊５工区の辻幸志所長は「この工区は、大熊３工区
で大林・熊谷・大本が実施している作業と同様の工事を
進めています。その中で、３工区の工事から得た情報と
知見を精査し、処理能力を向上させています」と述べる。
　具体的には、上方にフレキシブルコンテナの投入口、
下方に排出口を有する筐体（きょうたい）内に回転速度
の異なる３軸のカッターで破袋する装置で、３工区に続
き自社開発機材として導入した。

　５工区では、一次分別時に傾斜式のふるい機・「バリ
オセパレータ」、二次分別時に回転ふるいと攪拌（かく
はん）ローターを組み合わせた「スーパーＰＧＳ」、そ
の後の可燃物分別においては、振動と風力で小石や草な
どを分別する「ベルトセパレータ」を採用し、分別処理
の効率化を図っている。
　現場の作業員は全て、除染特別教育を受けた経験者が
配置されている。しかし新たな課題となったコロナ禍な
らではの対策も必要だ。辻所長は「３、５工区をはじめ、
中間貯蔵関連の工事を統括する大林組福島復興総合工事
事務所の上田明生総合所長から、『日々緊張感を持って
仕事に当たるように』と指示を受けています。５工区事
務所内では、大林道路に委託した除菌ロボットを全社的
にも初の事例として導入していますが、個々の職員、作
業員の意識啓発が大事です」と語る。
　浜通りや福島県の復興に携わることについて、辻所長
は「より早く、１日でも早く、任された仕事を完遂した
い。この現場の仕事は、世間から注目されており、いう

なれば土木工事の基本に相当するものも多いです。若手
社員にとって良い経験になるでしょう」と意欲的だ。
　監理技術者の水谷圭吾工事長は「震災のあと、私は、
岩手県釜石市で津波被災地の復興現場に携わったことが
あります。その頃、ご迷惑をおかけしたこともあり地元
の方からずいぶん咤（しった）されたのですが、工事
が終わって事務所を撤収するときその方から電話をいた
だき、とても丁寧なお礼を告げられました。地域の人々
は私たちの仕事を見ていてくれる。浜通りの仕事にも期
待を寄せられていることを意識しています」と笑顔で答
えた。
■工事場所：福島県大熊町地内
■工期：年１月日～年３月日

　本工事は、福島県各地の除染で発生した除去土壌など
を受入・分別施設で分別した後、土壌貯蔵施設に貯蔵す
る事業。年５月に着工した「平成年度中間貯蔵
（大熊３工区）土壌貯蔵施設等工事」では、受入・分別
施設の構築、土壌貯蔵施設の造成のほか土壌の輸送も行
った。受入・分別処理施設の運転は年７月、中間貯蔵
は同年月にそれぞれ開始。年度工事では、約万
袋を輸送した。ことし１月に始まった本工事では、他工

事で輸送された土壌を受け入れ、分別処理して貯蔵する
とともに、土壌貯蔵施設を拡張する。
　フレコンバッグに詰めて輸送された除去土壌は、荷下
ろし設備から破袋設備を通り、比較的大きなふるい目に
よる１次分別で、土壌やコンがら、フレコン残渣（ざん
さ）などを分別。土壌が団粒化しないよう改質した後、
より細かいふるい目の２次分別設備で、草木・根などの
有機物を除去し、減容化する。分別された土壌は、坑外
ベルコンで処理土壌中継ヤードに搬送。そこからダンプ
トラックで土壌貯蔵施設に運び、貯蔵する。
　大林の古川聖統括所長・現場代理人は、「ゴミ処理
施設や産業廃棄物処理施設と類似していますが、荷下ろ
し設備、破袋設備、１次分別設備、２次分別設備、搬出

設備を一連のシステムとして構築する例は、これまでに
はないと思います。各設備やシステム系統は当社の開発
部門が考案し、実用化しました。特に、当社で施工中
の大熊５工区の受入分別処理・貯蔵工事でも使用してい
る破袋装置は、当社が特許を保有する特殊技術を用いて
います」と受入・分別処理設備の特徴を説明する。
　土壌貯蔵施設は、雑木林などを伐採し、高さｍの堰
堤で囲んで造成。拡張中の全ての区画が完成すると、貯
蔵能力は約万㎥になる。
　現場では、被ばく低減対策を徹底。「放射能に汚染さ
れた土壌を取り扱う工事のため、作業員が被ばくによる
健康被害を受けないよう、放射能濃度を厳格に管理し、
国の基準値以下に抑え込んでいます。受入・分別処理施
設内は陰圧に保ち、外部への放射能などの漏出を防いで
います」（古川統括所長）。　
　輸送事業を行っていた時は、除去土壌の運搬時の落下
などによる汚染も防止するため、仮置き場での輸送車両

への積み込みから中間間貯蔵施設へ荷下ろしまでフレコ
ンバッグ１袋単位で管理。輸送車両にはＧＰＳ機能を有
する車載端末を搭載し、運行状況、運行ルートをリアル
タイムで監視していた。
　古川統括所長は、「中間貯蔵施設は、大熊町や双葉町
の苦渋の決断で受け入れられています。多くの方の犠牲
の上に成り立っていることを強く認識し、地元の人々の
気持ちを大事にしながら被災地の復興に寄与していきた
いと思います」と本工事に対する思いを話す。
　受入・分別処理工事は年夏ごろに終え、その後、施
設を解体、撤去して年３月に全工事を完了する。
■工事場所：福島県大熊町地内
■工期：年１月日～年３月日
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除去土壌の貯蔵が進む西側区画 ＪＶスタッフ

受入・分別施設　荷下し建屋 受入・分別施設処理　建屋内部造成が終わり、遮水シートの設置工事が行われている東側区画

土壌貯蔵施設全景現場全景

　本工事は、今年３月に竣工した「平成年度中間貯蔵
（双葉３工区）土壌貯蔵施設工事」に続く事業。双葉町
中間貯蔵区域内に合計で万㎥となる土壌貯蔵施設を道
路を挟んで西側区画と東側区画の２カ所造成し、高濃度
の除去土壌を貯蔵する。
　工事は、両区画とも地上からｍ切り土して２段分の
貯蔵スペースを整備した後、周囲に高さ５ｍの堰堤を築
造し３段目の貯蔵スペースを造成する。貯蔵面積と貯蔵

容量は西側区画が３万㎡／万㎥（万袋）、東側
区画が２万㎡／万㎥（万袋）。
　年４月に契約後、土壌貯蔵施設の設計に取り掛か
り、同年９月、先に用地取得を終えた西側区画の工事に
着手。年月土壌の貯蔵を開始した。現在は、東側区
画の造成工事を終え、放射性物質の漏出を防止する遮水
シートと保護土の施工を進めている。西側区画の２段目
までの貯蔵が終わる月末ごろから、貯蔵場所を東側区
画に移して、西側区画の堰堤工事に入る。東側区画が２
段目まで貯蔵されたら、西側区画の３段目を貯蔵場所と
して、東側区画３段目の堰堤を築造する。貯蔵の完了予
定は年９月。その後、役目を終えた処理土壌投入設備

を解体するなどして、年３月に全工程を完了する計画
だ。
　安藤ハザマの石井治男所長・現場代理人は、「掘削
中の重機作業や土壌を搬入するベルトコンベヤー運転時
の挟まれ事故に加え、高所から遮水シートを敷設する際
の墜落など、さまざまな危険に対して万全な安全対策を
講じて工事を行っています」と現場運営の心がけを話す。
　当然、貯蔵する土壌は高濃度の放射性物質を含むため、
作業員の線量管理や飛散防止対策を徹底。本工事の作業
員や運転手については、管理区域を設定して現場入退時
の放射線量を計測し、被ばくがないか確認している。土
壌投入設備、ベルトコンベヤー、貯蔵土壌などはテント
やシートで覆い、飛散を防いでいる。
　昨年来、新型コロナウイルス感染症対策も課題となっ

た。都市部と異なり人流的に感染リスクの低い場所だが、
発注者をはじめとする外部との打ち合わせなどは、ほぼ
オンラインで行っている。
　石井所長は、「中間貯蔵施設関連の工事が一斉に始ま
ったころは土工作業員や生コン車、ダンプなどの手配や
埋蔵文化財の発見に伴う工程の組み替えなどに苦労しま
したが、ここまで順調に工事が進んでいます。原発事故
被災地の人々に寄り添いながら、一日も早い復興に役立
ってほしいという思いで全力を尽くします」と残りの工
期への意気込みを話す。
■工事場所：福島県双葉町地内
■工期：年１月日～年３月日

　大成・日本国土・佐藤工業は、「令和２年度中間貯
蔵施設（双葉２工区）の受入分別処理・貯蔵工事」を双
葉町で進めている。小笠原太郎工事長は「本工事では、
福島県内で発生した除去土壌を一定期間安全に保管する
ため、除去土壌の処理・貯蔵を行います。年８月１

日時点で．万㎥の貯蔵を完了しています」と説明する。
　現在までに、除去土壌の入った土のう袋（フレコン）
は福島県内のカ所から輸送され、そのうち５カ所から
の輸送は完了している。荷下ろし後の積載作業には専用
の機械を導入した。フレコンをそのままつかんで１袋ず
つ処理レーンに積載できるようなアタッチメントをヨー
ロッパなどの海外企業と共同で開発。フレコンをつかむ
際、１カ所に圧力がかからない構造のため、袋が破けて
土壌が拡散する恐れがない。処理施設では一軸式破袋機
による破袋後、振動式ふるい機で一次分別（ふるい目
㎜）、回転式ふるい機での二次分別（ふるい目㎜）で
可燃物を取り除く。「環境省が定めた１時間あたりの処
理能力はｔ以上ですが、主となる機械を連携するこ
とで規定の約．倍の能力アップを実現しました」と萩
原純一副所長は話す。
　土壌改質にあたっては「バッチ式土壌改質システム」
「改質不良土自動再改質システム」という二つの特許技
術を開発した。福島県各地から運び込まれた土壌は農地
や住宅、道路などさまざまな出自と性質を持ち、必要な
改質材の量は一定ではない。ムラができないよう確実に
改質処理を行う必要があるため、土壌と改質材の投入、
撹拌（かくはん）、排出の工程を１サイクルとして繰り
返す「バッチ式土壌改質システム」を採用。土壌の含水
率の変化に応じて瞬時に改質材の量を判断して適切な改
質を実施している。改質不良が出た場合にはベルトコン
ベヤー上に設置した画像認識装置で検知し、再度改質前
のラインへと戻す「改質不良土自動再改質システム」で、
高精度な処理を可能とした。
　除去土壌の貯蔵についても特許技術「法面ベルトコン

ベアユニット」を採用。同技術は１ユニット６ｍの複数
のベルトコンベヤーで構成され、法面に設置したレール
上を移動する。貯蔵の進捗（しんちょく）状況に応じて
ユニットごとに切り離しが可能で、貯蔵位置に合わせて
あらゆる形で対応できることが特徴だ。

　昨年春ごろからは、世界中で新型コロナウイルスの感
染拡大し、感染症対策を講じながら工事を進めている。
小林克典所長は「マスクの着用や消毒液の設置などに加
えて人が集まりそうな場所を避けるように注意喚起を促
しています。感染リスクをできるだけ減らす行動をする
ように現場で徹底しています」と述べる。
　今後に向けて小笠原工事長は「福島県では、いまだに
田畑の仮置場に仮置きされている状態です。それを見る
たびに一日でも早くフレコンを回収しなければならない
と感じています。引き続きＪＶ一丸となって工事を進め
ていく所存です」と決意を語った。
■工事場所：福島県双葉町地内
■工期：年１月日～年１月日

ＪＶスタッフ・職長


